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今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
　
　
　
四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
二
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
二
月
二
十
八
日
ま
で

老
人
に
温
泉
、渡
船
料

割
引
き
を
可
決

市議会
だより

ご
と
し
最
初
の
臨
時
市
議
会
は
さ
る
一
月
二
十
一
日
に
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
提
出
さ
れ
た
議
題
は
、
お
と
し
よ
り
に
市
営
の
温
泉
と
渡
船
料
金
の
割
引
き
を

す
る
た
め
の
条
例
改
正
や
昭
和
三
十
九
年
度
の
収
入
支
出
の
決
算
認
定
な
ど
あ
わ

せ
て
十
一
議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
議
業
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

・
長
門
市
交
通
船
事
業
条
例
の
一

部
改
正

・
市
営
湯
本
温
泉
条
例
の
一
部
改

正（
せ
つ
め
い
）

こ
の
二
議
案
は
、
お
と
し
よ
り

に
通
渡
船
と
湯
本
温
泉
の
料
金
を

割
引
く
も
の
で
、
長
門
市
内
に
住

ん
で
い
る
満
七
十
歳
以
上
の
人
が

、
証
明
書
を
見
せ
れ
ば
小
人
料
金

に
な
り
ま
す
。

・
昭
和
三
十
九
年
度
長
門
市
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
認
定

（
せ
つ
め
い
）

昭
和
三
十
九
年
度
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
額
は

歳
入
　
四
億
四
、
八
六
四
万
四

、
六
九
七
円

歳
出
　
四
億
二
、
五
九
二
万
四

、
三
三
〇
円

歳
入
歳
出
差
引
額

二
、
二
七
二
万
三
六
七
円

の
歳
入
超
過
。

昭
和
三
十
九
年
度
決
算
で
の
特

徴
は
、
市
発
足
以
来
は
じ
め
て
の

多
額
な
黒
字
決
算
と
一
時
借
入
金

（
一
五
〇
〇
万
円
）
を
年
度
当
初

三
十
一
日
間
だ
け
借
り
、
あ
と
は

全
部
自
己
資
金
で
ま
か
な
わ
れ
た

一
時
借
入
金
の
利
子
が
、
三
十

八
年
度
は
四
三
三
万
一
八
〇
〇
円

で
あ
っ
た
の
が
、
三
十
九
年
度
は

八
方
三
七
〇
〇
円
と
大
幅
に
低
く

な
っ
た
。

な
お
、
黒
字
と
な
っ
た
原
因
は

、
歳
入
が
約
一
三
一
六
万
円
の
増

。
歳
出
が
約
九
五
六
万
円
の
不
用

が
生
じ
た
た
め
。

こ
の
金
額
を
今
少
し
効
果
的
に

支
出
す
る
努
力
を
す
る
よ
う
、
監

査
委
員
及
び
議
会
か
ら
要
望
が
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
の
黒
字
金
額
は
、
昭

和
四
十
年
度
予
算
に
繰
入
れ
ら
れ

各
種
事
業
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す

七
〇
歳
以
上
の
方
に

市
営
渡
船
、温
泉
料
を

割
引
き
ま
す

さ
る
一
月
二
十
一
日
に
ひ
ら
か

れ
た
臨
時
市
議
会
で
満
七
〇
歳
以

上
の
お
と
し
よ
り
の
方
に
市
営
渡

船
料
と
市
営
温
泉
の
入
浴
料
金
を

割
引
く
こ
と
に
き
ま
り
ま
し
た
。

割
引
料
金
は
、
い
ず
れ
も
小
人

な
み
。
（
二
月
か
ら
実
施
。
）

な
ね
満
七
〇
歳
以
上
の
方
で
こ

の
割
引
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は

市
福
祉
串
務
所
で
証
明
書
を
お
渡

し
し
ま
す
か
ら
。
次
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

（
手
続
き
）

写
真
（
ラ
イ
カ
判
）
一
枚
を
も

っ
て
福
祉
事
務
所
社
会
係
で
証
明

書
幸
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
手
帳
と

写
謳

マ

イ
カ
判
）
　一
枚
が
必
優

で
す
。

以
上
の
手
続
き
は
、
代
理
の
方

で
も
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
く
わ
し

い
こ
と
は
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

保
育
園
入
園
希
望

者
申
込
み
受
付

受
付
は
二
月
末
ま
で
に

保
育
園
は
、
家
庭
の
事
情
で
親

の
面
倒
が
十
分
見
て
も
ら
え
な
い

お
子
さ
ん
を
預
か
り
、
保
育
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

四
十
一
年
度
の
保
育
園
入
園
希
望

者
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
受
付
け
ま
す

申
込
み
受
付
け
締
切
り
日

二
月
二
十
八
日
ま
で

受
付
け
場
所

福
祉
事
務
所
、
通
、
仙
崎
各

支
所
、
通
、
仙
崎
、
善
隣
、

湊
、
西
深
川
．
向
陽
各
保
育

園
く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務

所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
、県
民
税
（
個
人
）

申
告
は
三
月
二
十
二
日
ま
で

申
告
し
な
い
と
不
利
に

昭
和
四
十
一
年
度
の
個
人
市
、

県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
申
告
は
、
み
な
さ
ん
の
市

民
税
や
県
民
税
の
課
税
の
基
礎
と

な
る
た
い
ぜ
つ
な
も
の
で
す
。

近
く
、
区
長
を
通
じ
、
み
な
さ

ん
の
お
手
も
と
に
申
告
書
と
説
明

書
を
お
く
ば
り
し
ま
す
か
ら
、
別

掲
の
日
程
に
よ
づ
て
、
印
鑑
を
持

つ
て
か
な
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
該
当
の
日
に
行
け
な
い

時
は
、
三
月
十
六
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
に
市
税
務
課
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

三
税
共
同
納
税
相
談
も
あ
わ
せ

て
受
付
け
ま
す
。

申
告
し
な
い
場
合

扶
適
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
な

ど
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
告
し
な
く
て

も
良
い
方
は

１
昭
和
四
十
年
中
に
所
得
が
五
万

円
以
下
の
人
。

２
給
与
所
得
者
で
、
市
県
民
税
を

毎
月
の
給
与
か
ら
差
引
か
れ
る

事
業
所
な
ど
に
勤
め
る
人
。

た
だ
し
、
給
与
以
外
に
所
得

が
あ
る
人
や
、
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

申
告
書
の
記
載
万
法
、
な
ど
ご

不
審
な
点
は
市
税
務
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

奨
学
資
金

給
与
生
募
集

中
国
新
聞
社
会
事
業
団
が
、
次

の
よ
う
に
奨
学
資
金
給
与
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

（
該
当
者
）

児
童
福
祉
施
設
に
収
容
さ
れ

て
い
る
児
童
、
母
子
世
帯
、
要

保
護
家
庭
の
児
童
。
里
親
に
養

育
さ
れ
て
い
る
児
童
で
高
校
に

進
学
す
る
も
の
の
う
ち
、
修
学

の
意
欲
の
あ
る
人
で
、
心
身
と

も
に
堅
実
な
も
の
。

（
給
与
額
）

高
校
在
学
中
、
月
額
一
千
円

（
申
込
期
限
）

二
月
二
十
八
日
ま
で
に
、
市

福
祉
事
務
所
ま
で
。

な
お
、
こ
の
奨
学
資
金
は
、
返

済
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
ぱ
、

福
祉
事
務
所
社
会
係
へ
。

火
の
用
心

二
月
は
空
気
が
乾
燥
中

山
焼
き
は
と
く
に
慎
重
に

立
春
も
す
ぎ
だ
ん
だ
ん
と
暖
か

く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
二
月
は
空

気
が
乾
燥
し
火
災
の
起
り
や
す
い

気
象
条
件
で
す
。

こ
と
し
の
一
月
も
す
で
に
五
件

の
火
災
が
起
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
内
で
は
、
チ
ョ
ツ
ト
し
た

火
の
不
仕
末
で
大
火
こ
な
っ
た
例

も
あ
り
ま
す
。
火
の
も
と
は
完
全

に
し
、
で
き
れ
ば
家
庭
用
消
火
器

（
一
本
四
百
円
前
後
）
を
備
え
て

お
く
と
大
火
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
よ
う
。

市
消
防
本
部
で
も
、
家
庭
用
粉

末
消
火
器
を
あ
つ
せ
ん
中
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
消
防
本
部
か

各
支
所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

山
焼
き
は
慎
重
に

い
ま
か
ら
は
造
林
用
の
地
ご
し

ら
え
の
た
め
山
焼
き
を
各
地
で
や

り
ま
す
が
、
気
象
状
况
と
く
に
異

常
乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
が

出
て
い
る
時
は
中
止
し
、
お
天
気

の
よ
い
日
を
え
ら
ぶ
こ
と
。

な
お
火
入
の
届
出
は
事
前
に
励

行
し
て
下
さ
い
。

万
一
火
事
に
な
れ
ば

あ
わ
て
ず
に
電
話
で
『
何
処
が

火
事
』
と
い
え
ば
。
電
話
局
が
、

市
消
防
本
部
（
市
役
所
内
）
へ
つ

な
い
で
く
れ
ま
す
。

消
防
本
部
が
出
た
ら
、
火
事
の

現
場
の
状
況
を
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。海

外
農
業
移
住
相
談
会

２
月
1
7
日
市
役
所
で

海
外
農
業
移
住
の
相
談
会
を
次

の
日
に
ね
こ
な
い
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
1
7日
1
0時
‐
1
2
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
第
一
会
議
室

測
量
士
測
量
士
補
試
験

受
験
資
格

年
令
、
性
別
、
学
歴
な
ど
は
問

わ
な
い
。

受
験
票
の
提
出
先

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
七
丁
目

一
〇
〇
〇
番
地

建
設
省
国
土
地
理
院

総
務
部
総
務
課
あ
て

受
付
け
期
限
　
２
月
2
5日
ま
で

そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
建
設
課

へ
保
母
試
験

（
試
験
場
所
）

山
口
市
宮
野

山
口
女
子
短
期
大
学

（
試
験
期
口
）

実
技
　
３
月
2
2日
（
火
）
か
2
3日

（
ボ
）

筆
記
　
３
月
2
4
日
（
木
）
と
2
5
日

（
金
）

（
願
書
提
出
期
限
ブ

２
月
2
8
日
ま
で
に

山
口
県
庁
内

労
働
民
生
部
婦
人
児
童
課

て
。

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
へ
。

昭和41年度市県民税申告日程表
月　日

2月21日(月)

2月22日(火)

2月23日(水)

2月24日(木)
2月25日(金)

2月27日(日)
2月28日(月)
3月１日(火)

3月 ２日(水)

3月３日( 木)
3月 ４日(金)

3月 ５日(土)

3月７日(月)
3月 ８日(火)

3月 ９日(水)
3月10日(木)
3月11日(金)

3月12日(土)

3月13日(日)

3月14日(月)

3月15日(火)

3月16日ー22日
( 20, 21 日除 く）

時　刻

9, 30―15, 0010, 30―12, 00
9, 00―15, 00
9, 30―15, 00

9, 30―16, 00

9, 30―16, 00
9, 00―15, 00

9, 30―16, 00

9, 00―15, 00
9, 00―15, 00

9, 00―16, 00
9, 00―16, 00

9, 00―16, 00
9, 00―14, 00

9, 30―16, 00
9, 30―16, 00
9, 30―16, 00

9, 00―15, 00
9, 00―16, 00

9, 30―14, 00
9, 00―15, 00
9, 30―15, 00

9, 00―16, 00

9, 00- 16, 00

9, 00- 16, 00

場 所

真木公会堂大峠区長宅
湯本温泉事務所
俵山木津集会所

湯町
川の湯階上

俵山支所
上川西公会
堂
大畑小学校

板持公会堂

上の原公会
堂
市庁舎

通支所

仙崎支所

大日比区長宅
青海島小学校
向陽小学校

仙崎支所

市庁舎

該当地区

真木大峠
門前湯本三之瀬
小原　木津

湯町 上政 下上
安田 七重
大羽山 黒川 郷
上田西 下川西

山小根坂水渋木全区

板持全区

上の原 後ヶ迫 開
作 境川

田屋 江良 藤中 中山
上郷 下郷 駅前区 湊二区

湊一区 正明市全区

緑ヶ丘 湊三区
湊中央区

通12区ー16区
通7区ー11区
通1区ー6区
白方全区

新町 中新町 錦町幸町 新屋敷
大日比
青海　大泊

河原 殿台 大河内
小河内

鍛治屋町今浦町本町 北本町 州崎町

旭町 鳥越町新開町南町栄町祇園町

全域
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成人病の知識
血
圧
の
高
い
人
の
注
意

・
心
は
い
つ
も
平

静
に
。
ス
ト
レ

ス
は
な
る
べ
く

少
な
く
。

・
す
い
眠
は
十
分

に
夜
ふ
か
し
は

禁
物
。

●
熱
い
風
呂
は
さ

け
、
長
湯
は
禁
物
。

・
適
度
な
仕
事
や
運
動
を
す
る
。

・
か
ら
い
食
事
を
さ
け
、
酒
、
夕

バ
コ
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
、
た
べ

す
ぎ
は
や
め
生
野
菜
を
た
く
さ

ん
た
べ
る
。

・
太
り
す
ぎ
の
人
は
、
高
血
圧
や

心
臓
病
が
多
い
。

・
寒
い
と
こ
ろ
に
急
に
出
入
り
し

な
い
。

・
坂
道
や
階
段
は
ゆ
っ
く
り
と
。

・
薬
の
服
用
は
、
医
師
の
指
導
を

う
け
て
か
ら
。

成
人
病
と
は

中
年
す
ぎ
た
人
に
最
も
多
く
見

ら
れ
る
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病

、
高
血
圧
、
肝
臓
病
、
糖
尿
病
な

ど
の
病
気
を
総
称
し
て
成
人
病
と

い
っ
て
い
ま
す
。

成
人
病
の
特
徴

・
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
。

・
症
状
の
進
行
が
が
ん
こ
で
あ
る

・
根
本
的
な
治
療
方
法
が
な
い
。

し
か
し
、
日
常
生
活
の
改
善
で

重
症
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

長
門
市
内
の
死
因
は

成
人
病
が
ト
ッ
プ

四
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の

死
亡
原
因
は
、
脳
卒
中
、
ガ
ン
が

一
位
、
結
核
が
二
位
、
心
臓
病
が

三
位
の
順
。

こ
れ
が
、
六
十
歳
以
上
に
な
る

と
脳
卒
中
が
最
も
多
く
ガ
ン
が
二

位
、
老
す
い
が
三
位

脳
卒
中
は
仙
崎
が
一
位

成
人
病
の
う
ち
、
脳
卒
中
で
死

亡
す
る
人
は
仙
崎
が
最
も
多
く
三

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
つ
い
で
俵
山
の

二
六
ハ
ー
セ
ン
ト
で
い
ず
れ
も
県

平
均
の
ニ
ー
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回

る
ガ
ン
は
、
深
川
、
通
が
十
三
八

Ｉ
セ
ン
ト
で
、
こ
れ
も
県
平
均
の

匸
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
い
ま

す
。餅

と
ミ
カ
ン冬

の
代
表
的

な
た
べ
も
の
と

い
え
ば
、
何
と

い
っ
て
も
お
も

ち
と
ミ
カ
ン
で

し
よ
う
。

こ
の
お
も
ち
と
ミ
カ
ン
は
、
私

た
ち
の
身
体
に
ど
の
よ
う
な
役
目

を
す
る
で
し
ょ
う
か
。

食
品
成
分
表
で
見
る
と
、
普
通

の
お
も
ち
一
個
の
栄
養
価
は
、
カ

ロ
リ
ー
源
で
は
、
ご
は
ん
の
二
倍

の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
る
反
面
、
ミ
ネ

ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
は
い
ず
れ
も
ゼ

ロ
に
近
い
酸
性
の
食
品
で
す
。

ミ
カ
ン
は
、
百
グ
ラ
ム（
中
ぐ

ら
い
Ｉ
コ
）
中
、
カ
ロ
リ
ー
は
五

十
し
か
な
い
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
Ｉ
Ｂ
２
、
カ
ロ
チ
ン

Ｃ
が
多
く
ア
ル
カ
リ
性
の
食
品
で

す
。つ

ま
り
、
お
も
ち
と
ミ
カ
ン
は

正
反
対
の
性
質
を
も
つ
た
べ
も
の

で
、
同
時
に
た
べ
れ
ば
、
お
互
い

に
お
ぎ
な
い
あ
う
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
こ
れ
に
肉
、
魚
、
チ
ー
ズ
、

バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
の
食
品
と

脂
肪
が
加
わ
れ
ば
栄
養
価
は
満
点

ま
た
ミ
カ
ン
の
白
い
ス
ジ
に
は

Ｂ
２
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
し
、
袋

の
繊
維
は
便
必
を
ふ
せ
ぐ
の
に
役

立
ち
ま
す
。
な
る
べ
く
ス
ジ
を
と

ら
ず
袋
ご
と
た
べ
る
ほ
う
が
、
い

っ
そ
二
効
果
的
と
い
え
ま
し
よ
う

離
農
転
職
な
ど
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す

お
気
軽
に
連
絡
員
へ

農
業
の
就
業
者
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
の
は
全
国
的
な
形
向
で
す
が

、
農
業
構
造
改
善
の
一
環
と
し
て

農
業
基
幹
労
働
力
を
確
保
し
、
労

働
力
の
合
理
化
を
は
か
り
つ
つ
、

他
産
業
へ
の
就
職
や
海
外
移
住
な

ど
の
就
業
連
絡
員
を
つ
ぎ
の
方
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

離
農
、
転
職
な
ど
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
　
）
内
は
住
所

竹
田
一
典
（
俵
山
郷
）
。
弘
中

忠
雄
（
渋
木
二
区
）
。
林
　
亨

輔
（
河
原
）
。
下
瀬
正
一
（
藤

中
）
。
萩
原
誠
一
（
上
ノ
原
）

深
水
五
郎
（
青
海
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
長
門
市
農
業

委
員
会
へ
お
た
ず
ね
の
こ
と
。

心
配
ご
と
相
談
所
に

法
律
相
談
を
併
設

こ
と
し
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
、
心
配
ご
と
相
談
所
を
ひ
ら

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
相
談
内
容

で
と
く
に
法
律
関
係
の
相
談
が
多

い
た
め
、
さ
ら
に
法
律
相
談
も
開

設
し
ま
す
。

こ
の
法
律
相
談
は
毎
月
二
十
三

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
の
午

前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で
。

会
場
は
中
央
公
民
館
会
議
室
で

相
談
員
は
、
弁
護
士
の
平
木
一
郎

氏
。

広
報

の

し

お

り

く
ら
し
の
メ
モ

（
二
月
）

こ
と
し
の
節
分
は
三
日
。
四
日

が
立
春
で
し
た
。

暦
の
う
え
で
は
立
春
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
さ
は
き
び
し
い
よ
う

で
す
。

暖
か
い
室
内
で
じ
っ
く
り
仕
事

に
と
り
く
む
に
は
絶
好
の
月
で
す

。
日
の
あ
た
る
南
向
き
の
へ
や
に

あ
み
も
の
、
ぬ
い
も
の
、
手
芸
な

ど
の
仕
事
を
も
ち
こ
ん
で
、
ひ
と

っ
ず
っ
仕
上
げ
て
い
く
の
は
た
の

し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
節
分
の
豆
ま
き
な
ど
は

、
民
俗
的
な
行
事
の
一
つ
と
し
て

、
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

十
四
日
は
、
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
。
こ
の
日
ば
か
り
は
、
女
性

の
方
か
ら
愛
を
申
し
出
る
日
と
か

。
も
っ
と
も
こ
れ
は
外
国
の
話
。

日
本
で
は
男
女
平
等
（
？
）
で
む

し
ろ
逆
な
現
象
が
み
ら
れ
ま
す
が

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
も
と
ま
ど
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

農
家
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
忙
し
く

な
り
ま
す
。
果
樹
の
せ
ん
て
い
、

麦
の
土
人
れ
や
、
麦
ふ
み
、
中
耕

追
肥
な
ど
。
半
促
成
き
う
り
な
ど

温
床
へ
の
だ
ね
ま
き
。
ほ
う
れ
ん

草
の
収
獲
も
こ
の
ご
ろ
で
す
。
春

の
花
壇
の
準
備
６
初
旬
が
最
適
で

し
ょ
う
。虫

ぼ
し
と

春
着
の
準
備

虫
が
す
く
な
く
、
空
気
も
乾
燥

し
て
い
る
の
で
二
月
は
虫
は
し
の

絶
好
期
で
す
。
ほ
こ
り
の
立
た
な

い
日
を
え
ら
ん
で
、
衣
類
や
皮
製

品
に
風
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

や
な
ぎ
ご
う
り
や
紙
箱
に
入
れ

て
あ
る
も
の
は
と
く
に
十
分
風
を

当
て
、
あ
ら
た
に
防
湿
、
防
虫
万

法
を
は
と
こ
し
て
、
し
ま
い
ま
す

こ
の
虫
ば
し
は
ま
た
、
家
族
が

ど
ん
な
衣
装
を
も
っ
て
い
る
か
、

破
れ
の
程
度
は
ど
う
か
な
ど
を
再

検
討
さ
せ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
春

着
の
プ
ラ
ン
を
立
て
る
上
で
、
参

考
と
な
り
ま
し
よ
う
。

二
月
の
食
生
活

卷
こ
は
い
え
二
月
は
ま
だ
ま
だ

寒
さ
は
き
び
し
く
、
青
野
菜
は
不

足
か
ち
で
す
。
も
つ
と
も
、
こ
の

ご
ろ
は
栽
培
技
術
の
進
歩
で
、
や

お
や
で
は
た
い
て
い
の
野
菜
が
店

頭
に
出
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
や

は
り
高
目
で
す
。
も
や
し
は
安
く

て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
豊
富
に
含
ん
で

い
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
ゆ
で
す
ぎ
た
り
煮
す
ぎ

た
り
し
な
い
こ
と
が
た
い
せ
っ
。

煮
立
っ
た
お
湯
に
入
れ
、
ち
ょ
っ

と
し
て
火
か
ら
お
ろ
し
、
二
分
ほ

ど
む
す
の
が
食
べ
ご
ろ
で
す
。

肉
類
も
こ
の
と
こ
ろ
高
値
で
す

が
く
じ
ら
は
安
く
、
栄
養
価
は
他

の
肉
類
と
か
わ
り
ま
せ
ん
。

少
し
に
ね
い
が
す
る
の
で
き
ら

う
人
か
あ
り
ま
す
が
、
し
ょ
う
が

じ
ょ
う
汕
か
、
ミ
リ
ン
じ
ょ
う
油

に
ネ
ギ
を
き
ざ
ん
で
入
れ
、
そ
れ

に
っ
け
て
お
く
か
す
る
と
お
い
し

く
い
た
だ
け
ま
す
。

火
災
と
ガ
ス
中
毒

二
月
で
い
ち
ば
ん
こ
わ
い
の
は

火
災
で
す
。
空
気
が
異
常
に
乾
燥

し
て
お
り
、
ち
よ
っ
と
し
た
不
注

意
か
ら
、
た
い
へ
ん
な
火
災
に
な

り
ま
す
。
日
本
で
は
ま
た
木
造
家

屋
が
多
く
て
、
マ
ッ
チ
一
本
で
も

さ
っ
と
燃
え
ひ
ろ
が
る
危
険
が
あ

る
の
が
こ
の
二
月
の
乾
燥
期
で
す

”
な
に
が
な
ん
で
も
火
の
用
心

”
を
家
族
全
員
が
、
近
所
同
志
が

、
町
の
人
全
部
が
、
守
っ
て
く
れ

れ
ば
、
火
災
は
お
こ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
二
月
は
ま
だ
ま
だ
暖
房

用
の
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
あ
る
い
は
炭
火
や
れ
人
炭
を

使
い
ま
す
。
火
災
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
不
完
全
燃
焼
に

よ
る
中
毒
も
ぜ
ひ
、
十
分
な
警
戒

を
怠
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二
酸
化
炭
素
中
毒
は
、
た
と
え

助
か
っ
て
も
、
廃
人
同
様
に
な
る

こ
と
さ
え
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。火

災
や
ガ
ス
中
毒
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
予
防
と
、
万
一
お

こ
づ
た
ら
ど
う
処
世
す
る
か
を
、

あ
ら
か
し
め
家
族
全
員
で
研
究
し

甌
し
倡
つ
て
わ
く
こ
と
ば
決
し
て

無
駄
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
固
の
定
資
産
は

正
し
い
評
価
で
す
か

ぜ
ひ
一
度
見
て
く
だ
さ
い
　
３
月
１
日
ー
2
0
日

昭
和
四
十
一
年
度
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
お
見
せ
し
ま
す
。

こ
の
課
税
台
帳
に
よ
っ
て
、
こ

と
し
の
固
定
資
産
税
か
き
め
ら
れ

ま
す
。

あ
な
た
の
固
定
資
産
が
、
た
だ

し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
、
つ
ぎ

の
期
間
内
に
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
お
見
せ
す
る
期
間
）

三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

毎
日
八
時
半
か
り
十
七
時
。

（
お
見
せ
す
る
場
所
）

市
役
所
税
務
課
（
仙
崎
、
深

川
地
区
の
分
）
通
、
俵
山
各

支
所

（
評
価
に
対
す
る
審
査
印
立
）

三
月
一
日
か
ら
三
月
末
日
ま

で
に
印
鑑
を
も
っ
て
、
市
税

務
課
か
通
、
俵
山
支
所
へ
お

い
で
く
だ
さ
さ
い
。

水
道
管
に
防
寒
着
を

二
月
は
寒
い
日
が
つ
づ
き
ま
す

が
、
そ
の
た
び
に
水
道
管
が
凍
り

つ
い
た
り
破
れ
た
り
し
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
に
な
る
前
に
水
遐
管
に

防
寒
着
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

こ
の
場
合
、
毛
布
や
毛
駸
の
布

な
ど
を
管
に
巻
さ
っ
け
、
さ
ら
に

そ
の
⊥
に
雨
水
や
湿
気
を
通
さ
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
い
て
お
き
ま
し
よ
う
。

な
お
、
屋
外
に
あ
る
も
の
は
「

わ
ら
」
な
ど
で
さ
ら
に
外
部
を
覆

え
ば
一
層
効
果
が
あ
が
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に

○
防
寒
装
置
の
不
屈
全
な
水
道
管

は
、
気
温
が
零
下
四
度
く
ら
い

に
さ
が
る
と
凉
っ
て
破
れ
る
。

○
つ
ぎ
の
よ
う
な
所
に
あ
る
水
道

管
は
、
と
く
に
防
寒
に
注
意
し

ま
し
よ
う
。

１
屋
外
に
あ
る
水
道
管

２
北
向
き
の
寒
い
と
こ
ろ

３
風
当
り
の
強
い
と
こ
ろ

４
管
が（

ダ
カ
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ

１

パ
チ
ン
コ
の

景
品
は
家
庭
へ

景
品
の
現
金
が

え
は
や
め
よ
う

パ
チ
ン
コ
の
景
品
の
現
金
が
え

は
禁
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
山
口
県

条
例
）

こ
の
よ
う
な
現
金
か
え
は
、
と

ば
く
の
一
種
で
あ
り
ま
た
、
暴
力

団
の
資
金
源
に
結
び
つ
く
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
パ
チ
ン
コ
の
景
品

は
奥
さ
ん
や
お
子
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
う
た
め
に
も
、
そ
の
ま
ま
お

宅
へ
持
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

善
意
銀
行

預
託
者

一

月

分

（
現
金
口
座
）

西
村
純
三
、
ミ
サ
、
山
下

唯
馬
。
重
村
精
枝
、
Ｆ
子

Ｓ
江
、
安
部
博
、
河
野
勝

利
合
計
　
四
万
九
〇
〇
円

（
物
品
口
座
）

と
く
名
氏
、
米
谷
政
次
、

俵
山
警
友
会

昭和40年分 農業所得算出基準表
水　 稲　　　　　 標準外特別経費 （控除）

等級　　 所得金額 区　　　　 分　　　　　 標　　　 凖

１反当35, 995 円

2　　34, 541 円
3　　32, 591 円

4　　30, 718 円

5　　29, 833 円

6　　27, 855 円
7　　25, 127 円

8　　22, 188 円

9　　18, 860 円

10　16, 387 円
11　　11, 889 円

種　別　　 所得金額
田子ら 反当7, 400 円

普通燿 〃　10, 768 円

牛　馬　費 １頭20, 900 円２頭L壮 ら１頭増す
ごとにI S, 810円 加算

-一定経費　比例経費
Q反当り）

40, 600円　490 円動
力
耕

つ
ん機

普通型( 鐚巾53cm―59cm)

平均取得価格１台につき
220, 000 円

大型（鉗巾59a －83a ）

平均取得価格１台につき
280, 000 円

51, 400円　590 円

小型（跏巾53a 以下）
平均取得価格１台につき

160, 000 円

29, 800円380 円

動力ふんむ機
平均収得価格１台につき

55, 000円

9, 900円　210 円

三輪自動濕
平均取得価咯１台につき

170, 000円
54, 000円　970 円
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